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別記様式第 4号 

会 議 等 結 果 報 告 書 

会議区分 会 議 ・ 打合せ ・ 協 議 
文書番号  

決裁期日 平成 27 年 5 月 30 日 

名 称 平成 27 年度 第 1回 上富良野町立病院運営審議会 

日 時 平成 27 年 5 月 27 日（木） 18 時 00 分から 19 時 00 分 

場 所 役場 2階審議室 

出席者 
副町長、北川委員長、鎌田副委員、松岡委員、小玉委員、大道委員 

事務長、次長、狩野主査、末永主査  

内 容 

○辞令交付 

 任期満了に伴い、５名の委員を任命した。（期間 平成 29 年 5 月 22

日まで） 

委員の互選により委員長に北川氏、職務代理に鎌田氏が就任した。 

副町長、北川委員長挨拶の後、次のとおり審議した。 

副町長、公務のため退席。 

平成 26 年度病院事業会計決算見込み状況について 

・別紙資料により説明、概要は次のとおり。 

・26 年度の決算みは、事業収益 835,544 千円、事業費用 855,948 千円

となり、当期純損失は、20,404 千円となる。 

（病院事業費用） 

・医業収益は 530,620 千円、前年対比で△14,194 千円の減少。 

・老人保健施設事業収益は 132,342 千円の△782 千円の減少。 

・医業外収益 172,582 千円の 35,930 千円の増加。 

・特別利益 1,409 千円の増加。 

事業収益は 20,954 千円の増加となる見込み。 

・経費の増加は、旭川医大からの出張医の宿直回数が増えたが、眼科

と医大から木曜の診療日が廃止となり、報酬が減少した。 

・26 年度から会計制度が変わり補助金分の減価償却費相当を長期前受

金戻入として収益化することになったことが主な要因である。 

  ・所費税が 8％になったことから、6,204 千円の増となり、消費税の

仕組みについて説明した。 

  ・25 年度の賞与引当金を過年度損益修正損 27,371 千円として、費用

に計上した。繰越欠損金は、772,376 千円となった。 

  ・内容を討議上、審議委員会の承諾を得た。 

 


